
PCR等検査の結果、
陰性となった（検査なし含む）

PCR検査の結果、
陽性となった

上記Ⓒへ

　

　 　

PCR検査の結果、同居者が
陽性となった

上記Ⓕへ

学生自身の体調に
変化があった。

・陰性であっても、HP上の感染症

報告フォームにより学生係への報

告、助言教員への連絡を行ってく

ださい。

・体調回復後、大学への入構可能

です。

学生自身の体調に変化がない
（健康である）場合は大学への
入構可能

・大学構内への入構は自粛してください。
・学生自身の健康観察（検温・症状の記録）を行ってく
ださい。
・助言教員へ連絡してください。

上記Ⓒへ

大学への入構可能

・感染者と最後に接触した日の

翌日から原則5日間は（保健所

等から具体的期間を示されたと

きは、それに従う）出席停止と

します。

フォーム入力後にメールで送ら

れる出席停止通知を保管し、期

間終了後に教務係で手続き行っ

てください。

・健康管理を行い、体調に変化

があった場合は医療機関や保健

所に相談してください。（結果

は学生係にも連絡してくださ

い。）

※同居者の濃厚接触者のとき

は、感染同居者との隔離を行っ

た翌日から5日間とする。

※但し、待機期間から2日目及

び3日目の抗原検査キットで、

「陰性」だった場合は、3日目

の検査後に待機を解除とする。

　抗原検査キットは自費検査と

し、薬事承認されたものを必ず

用いること。

　検査キットは鼻咽頭検体又は

鼻腔検体を推奨する。

濃厚接触者（みなす含）となる。

上記Ⓑへ

・同居者のPCR検査の結果が判明するまで、大学構内へは入構でき
ません。
・助言教員へ連絡してください。

PCR検査の結果、同居者が
陰性となった

家　族　等　の　同　居　者　の　場　合(友人関係の接触者・学生寮生を含む）

Ⓕ同居者が感染した
Ⓓ同居者に風邪の症状（発熱・咳・喉の痛み等）や味
覚・嗅覚障害がある

Ⓔ同居者が保健所等から濃厚接触者と特定された

PCR検査を
受けた

PCR検査を
受けなかった

PCR検査の結果、
陽性となった

対応目安：風邪症状が3

日以内に解消し、薬等

を内服していない状態

で、症状が消失してか

ら平熱で48時間以上が

経過した。

学　　　生　　　本　　　人　　　の　　　場　　　合

Ⓐ学生自身に風邪の症状（発熱・咳・喉の痛み等）や味覚・嗅覚障害がある Ⓑ学生自身が保健所等から濃厚接触者と特定された Ⓒ学生自身が感染した

 

PCR検査の結果、
陰性となった

・HP上の感染症報告フォームに

よる学生係への報告と助言教員へ

連絡してください。

・保健所等から指示のあった期間

は出席停止とします。

フォーム入力後にメールで送られ

る出席停止通知を保管し、期間終

了後に教務係で手続き行ってくだ

さい。

・保健所等から指示がない場合

①発熱等の症状有の場合、発症

　日から7日間

②無症状の場合、検体採取日から

    7日間

　但し、5日目の検査により、陰

　性の場合は、5日間

※途中で発症した場合は、発症

　日から7日間とする

・医療機関や保健所に相談し、指示を仰いでください。

・経過観察（検温・症状の記録）を行ってください。

・大学構内への入構は自粛してください。

・各キャンパスの助言教員と学生係に連絡してください。

・大学構内へは入構できません。

・HP上の感染症報告フォームによる学生係への報告と助言教員へ

の連絡を行ってください。（検査を行ったときは、検査結果判明

後、検査を行わないときは速やかに行うこと）

　

医療機関等を受診した 医療機関等を受診しない

検査を実施 検査を要せず

陽性のとき

上記Ⓑへ

陰性のとき

学生自身の体調に変

化がない（健康であ

る）場合は大学への

入構可能

上記Ⓐへ


